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Nursing intervention to promote the insight of
psychiatric nurses to their patients




名を対象として質的帰納的研究を行った｡ その結果､ 精神科看護師は洞察を促す看護介入において､ 『洞察を促す見極め』
として【対象者の起きていることを捉える力】【対象者の自分のこととして引き受ける力】【対象者の言葉にする力】
の３つの力を判断し､ 看護活動として成立するか否かの判断として【看護活動を成立させるフィルター】で見極めてい
たこと､ そして 『洞察を促す看護活動』 として､ 対象者の力に働きかける【捉えさせる看護活動】【言葉を引き出して
いく看護活動】【引き受けを支える看護活動】【引き受けを迫る看護活動】の４つの看護活動を展開していたことが明
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あの 『怒られても､ あの､ なんていうの｡ 死に
たくなってしまう背景に親に対する申し訳のな
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